
米軍の攻撃目標は
日本の軍事施設ではなく
産業施設だった

日米開戦時に策定が始まったと思われる
米国陸海軍の対日「攻撃目標リスト」に載っている

個々の攻撃目標に綿密な解説を加え、
そこから見えてくる米国の意図を探り、

当時の日本の産業の姿を描く。
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90：25-1739　　Furukawa Electrial Co.　　古河電気工業（尼崎工場）
　昭和 11 年、日本伸銅と尼崎伸銅が合併し、尼崎市道意町に 16.5 万平方㎡
の敷地を求め、これに工場を建設し、13 年に完成、古河電工大阪伸銅所と
した。昭和 13～４年の頃、尼崎市内の最大工場は住友金属工業で、二番目
が古河電気工業で、14 年の従業員は 1827 人であったといわれるので、市内
では大きな工場に属した。目標リストの解説では、銅・アルミニウム・亜鉛・
合金のプレート、棒、管等を製造とあるが、実際はこの従業員数で多種生産
は難しかったのではないか。（『尼崎市史』第３巻）

90：25-1740　　Furukawa Electical Co.　　古河電工
90：25-2046
　No.1739 との違いがよくわからない。大正９年、古河鉱業と大阪電気分銅
によって尼崎伸銅が設立された。昭和９年４月、尼崎伸銅と大阪電気分銅が
古河電工と合併し、両工場は名称を若干変えただけでそのまま存続した。軍
需が拡大する情勢の中で、両工場を一つにする計画が浮上し、昭和 11 年に
大庄村に新たな土地を見つけ、4,000 トン水圧プレス機等を備えた新鋭工場
を建設し、13 年 11 月、両工場が統合した大阪伸銅所が発足した。（Wed 版尼
崎地域史事典 apedia』）

90：25-1743　　Dai Nichi Electric Wire Co.　　大日電線
　経営に行き詰まっていた古河合名は、大正９年、系列の横浜電線製造大阪
工場及び古河工業尼崎工場と日本電線製造を合併させた。尼崎大洲の旧横浜
電線製造大阪工場を本社工場とし、旧日本電線製造の境川工場をこれに集約
させた。新たに発足した日本電線製造は、当時東京にあった日本電線と混同
されるため、昭和６年に大日電線に改称した。戦後、大日電線は日本電線と
合併して 39 年に大日日本電線となり、さらに 61 年に三菱電線工業となった。

90：25-1745　　Kawanishi Machine Shop　　川西機械製作所
　日本毛織の創業者川西清兵衛が、中島知久平と袂を分かった大正９年に、
神戸市兵庫区の川西倉庫に川西機械製作所を設立し、飛行機や繊維機械の生
産を開始し、11 年には衡器の生産にも進出した。昭和９には真空管開発に
乗り出し、モリブデン・タングステンの冶金に着手、11 年に送信管・受信
管を製造し、当時真空管の性能は日本一と評価された。15 年に大久保に通
信機工場を建設（現富士通明石工場）、陸海軍の要求に応えた。戦後、神戸工

製造する部門はなかった。やはり何らかの錯誤があるとみられる。

90：25-1708　　Nippon Aluminum Works　　日本アルミニューム工業
　明治 31 年、大阪市淀川区三国本町に創設された時の名称は高木アルミニ
ューム製造所であった。日露戦争直後の 39 年に更なる発展を期して日本ア
ルミニュームに変わった。昭和３年に株式会社になったが、社名には変更が
なかった。日本アルミニウムになったのは 21 年５月であり、戦前の正式な
名称は日本アルミニュームであった。英語表記のAluminum には変更がな
いが、日本では時代により読み方が異なり、戦前はーを入れる読み方が多か
った。

90：25-1713　　Tagi Fertilizer Co.　　多木製肥所
　Tagi ではなくTaki である。明治 18 年、多木久米次郎が日本最初の人造
肥料である骨粉を製造販売、31 年には過燐酸石灰の工場を建設し、その後、
「九重肥料」「しき島肥料」等を製造販売して多大の利益を上げた。大正７年、
（株）多木製肥所に改組し、昭和 19 年には住友化学と共同で住友多木化学工
業（現；住友精化）を設立している。戦争に際しては火薬製造に当たった可能
性があるが記録がない。現在は多木化学（株）の社名に変わっている。

90：25-1719　　Nippon Airbrake Co.　　日本エアブレーキ工業
　大正 14 年、神戸製鋼所・発動機製造（現ダイハツ）・東京瓦斯電気工業の
三者が出資し、鉄道用エアブレーキ製造を目的に神戸市脇浜町に創業した。
昭和８年には日本で初めて自動車用ブレーキを製造し販売した。戦争中は日
本制動機と改称したが、戦後旧社名に戻っている。（『新修   神戸市史』産業経
済編Ⅱ　第二次産業）

90：25-1724　　Kawasaki Aircraft Industry Co.　　川崎航空機
　昭和 15 年、明治通分室と呼ばれた部門を明石郡林崎村に設置した新工場
に移し、防毒具工場と改称して航空機用呼吸器と対毒ガス防護器の生産を続
けた。しかし 17 年４月、明石市茶園場町に再移転し、明石防毒兵器工場と
称して操業を行った。20 年１月に空襲を受けて多数の犠牲者を出したと伝
えられる。（『川崎重工業株式会社五十年史』）
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